
2019年度 実習施設・事業所等 

介 護 福 祉 士 実 習 指 導 者 講 習 会  

開  催  要  綱 

 

福祉現場における人材確保は現在および将来に向けた課題であり、その中でも

介護実習は、介護福祉士を目指す学生が介護現場における実践を通じて、これま

で学習してきた知識及び技能の確認を行うとともに、利用者やその家族との関わ

りを通じて、対人援助におけるコミュニケーションを学ぶことのできる貴重な場

であります。また、実際に介護の現場に参画することで、多職種協働のあり方を

学ぶことができるなど、介護福祉士の養成において非常に重要な課程となってい

ます。 

介護福祉士養成カリキュラムにおける「介護実習」を指導する社会福祉施設な

どの実習指導者が、必要な専門的知識及び教育方法を習得することを目的として、

本研修を実施します。 

 

１ 主催 

一般社団法人 山口県介護福祉士会 

 

２ 日時及び会場 

 日  時 会  場 

１日目 令和元年 ８月１９日（月） 

９：３０～１７：００ （6.5時間） 

山口県セミナーパーク 

社会福祉研修棟 

リハビリテーション実習室 

２日目 令和元年 ８月２４日（土） 

９：３０～１６：３０ （6時間） 

３日目 令和元年 ９月 ７日（土） 

９：３０～１７：３０ （７時間） 

４日目 令和元年 ９月１０日（火） 

９：３０～１６：００ （5.5時間） 

 

３ 研修内容 

別紙プログラムのとおり 

 

４ 受講対象者 

（１） 介護福祉士として３年以上実務に従事した経験のある者であって、実習施設に

おいて実習指導者となる者及び現に実習指導を担っている者 

（２） 別紙プログラムの全日程に参加できる者 

 

５ 受講定員  ６０名 

 



６ 申込方法 

別紙受講申込書により、必ず郵送で本会事務局へお申込ください。 

 

７ 申込締切 

令和元年 7月 31日（水）【必着】 

 

８ 受講決定について 

（１） 本会で書類審査の後、受講者の決定を行います。 

（２） 受講の可否については、後日通知書を、所属長宛へ送付します。 

 （３） 受講定員を超える申込があった場合は、本会の規定する受講条件により受講 

を決定します。受講決定優先順位は、以下のとおりです。 

優先順位 内   容 

１ 位 過去３年以内に、実習生の受入を行っていること。 

２ 位 山口県介護福祉士会正会員であること。 

３ 位 申込書を受け付けた順番 

※  なお、より多くの施設に実習指導者が配置されるよう、上記の優先順位の

要件以外で、同一施設からの複数名のお申込があった場合は、１施設１名

とさせていただく場合がありますので、受講申込書に受講優先順位を記入

してください。 

※  実習施設の種別に偏りが無いよう、本会で調整させていただく場合があり

ます。 

 

９ 受講料（資料代を含む） 

正会員  ２０，０００円   ／   会員外  ４０，０００円 

 

10 受講料納入方法 

受講決定通知時にお知らせします。 

 

11 修了者の取扱いについて 

  ４日間（２５時間）全てのプログラムを修了された方には、一般社団法人山口県介護

福祉士会より修了証書を発行します。それにより、実習指導者として登録されることとな

ります。なお、研修中に出された課題が提出されない方には修了証は発行されません

のであらかじめ御了承ください。（遅刻の場合も未受講扱いとなりますので、御注意くだ

さい。） 

 

12 個人情報の取扱いについて 

  受講申込書に記載された個人情報は、研修会の運営管理のみに使用させていた 

だきます。 

 

13 生涯研修手帳（研修ポイント）について 

（１）本会正会員は、生涯研修手帳を研修最終日に持参してください。 



（２）本研修全修了時に１６．５ポイント付与されます。 

（３）手帳への記入は、下記を参考に各自で事前に行ってください。 

《記入例》 

修了年月日 研 修 名 主催者 研修時間 修了印 単位 

令和元年 

9月 10日 

介護福祉士実習指導者 

講習会 

山口 

支部 
25時間 

 

 

 

16.5 

  

14 その他 

（１） 非会員の方が本会へ入会されれば、正会員価格で受講することができます。 

研修期間中に入会申込手続きをお願いいたします。（銀行印が必要です） 

（２） 昼食は各自で準備するか、食堂を御利用ください。 

 

15 申込み・問合せ先 

  (一社)山口県介護福祉士会 事務局 

 担当 冨永、山縣 

〒７５４－０８９３ 山口市秋穂二島１０６２ 山口県セミナーパーク内 

ＴＥＬ ０８３－９８７－０１２２   

HP https://www.yamaguchi-kaigo.jp/ 

 

【介護実習Ⅰの実習施設の要件】 

・ 介護保険法その他の関係法令に基づく基準を満たす施設又は事業であって、介護福祉士の資格 

を有する者又は介護職員として３年以上の実務経験を有する者が実習指導者であることとする。 

 

【介護実習Ⅱの実習施設の要件】 

・ 介護福祉士の資格を取得後３年以上の実務経験を有する者であって、かつ、実習指導者を養成

するための講習会であって厚生労働省が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大

臣に届けられたもの（以下「実習指導者講習会」という。）を修了した者が実習指導者であること。 

・ 実習における指導のマニュアルを整備するとともに、実習指導者を中核とした実習の指導の体制

が確保されるよう、介護実習施設等における介護職員（常勤の介護職員とする。）の人数に対する介

護福祉士の人数の割合が３割以上であること。 

・ 介護サービスの提供のためのマニュアル等は整備され、活用されていること。 

・ 介護サービスの提供の過程に関する諸記録が適切に整備されていること。 

・ 介護職員に対する教育、研修等が計画的に実施されていること。 

（経過措置） 

実習指導Ⅱの実習指導者については、平成２４年３月３１日までの間は、介護福祉士の資格を取得

後３年以上の実務経験を有する者とすることができるとし、実習指導者講習会は、平成２４年３月３１日

までの間に受講すればよいこととする。 

 

 



プログラム 

 

【１日目】 

日時：令和元年 ８月１９日（月） ９：３０～１７：００ （6.5時間） 

講師： 徳山大学 福祉情報学部人間コミュニケーション学科 教授 徳重 柳子 

時間 内容 目標及び内容 

９：００～ ９：２０ 受付  

９：２０～ ９：３０ オリエンテーション 

９：３０～１１：３０ 

（１２０分） 

講義「介護の基本」 介護福祉士が働く場で必要とされる法

や制度の動向を理解する。（社会福祉

士及び介護福祉士法、介護保険法、障

害者自立支援法等の法制度、倫理等） 

１１：３０～１２：３０ 昼食休憩  

１２：３０～１７：００ 

（２７０分） 

講義・演習 

「実習指導の理論と実際」 

実習指導の基本と実習指導者のあり方

等について理解する。（①実習の意義・

目的、②教育者としての実習指導者の

役割、③介護実習の目標、④介護福祉

士養成校との連携） 

 

 

【２日目】 

日時：令和元年 ８月２４日（土）９：３０～１６：３０ （6時間） 

講師：県立広島大学 保健福祉学部 人間福祉課学科 准教授  松宮 透高 

時間 内容 目標及び内容 

９：００～ ９：２０ 受付  

９：２０～ ９：３０ オリエンテーション 

９：３０～１１：３０ 

（１２０分） 

講義 

「介護過程の理論と指導方法」① 

介護過程の意義と目的を理解す

る。 

介護過程展開のプロセスを理解

する。（①アセスメント、②課題の

明確化、③介護計画の立案、④

介護の実施、⑤評価と修正） 

介護過程における計画の作成と

指導方法を理解する。 

１１：３０～１２：３０ 昼食休憩 

１２：３０～１６：３０ 

（２４０分） 

演習 

「介護過程の理論と指導方法」② 

 

 

 

 

 

 



【３日目】 

日時：令和元年 9月 ７日（土）９：３０～１７：３０ （７時間） 

講師： 県立広島大学 保健福祉学部 人間福祉課学科 准教授  松宮 透高 

時間 内容 目標及び内容 

９：００～ ９：２０ 受付  

９：２０～ ９：３０ オリエンテーション 

９：３０～１２：３０ 

（１８０分） 

講義・演習 

「スーパービジョンの意義と 

活用及び学生理解」① 

実習におけるスーパービジョンの

意義と目的を理解する。 

事例を通して実習生の理解及び

指導方法について学ぶ。 

１２：３０～１３：３０ 昼食休憩 

１３：３０～１７：３０ 

（２４０分） 

演習 

「スーパービジョンの意義と 

活用及び学生理解」② 

 

【４日目】 

日時：令和元年 9月１０日（火） 

講師：障害者支援施設 下関幸陽園 介護課長  藤本 幸恵 

山口県介護福祉士会  会長 河本 由美 

時間 内容 目標及び内容 

９：００～ ９：２０ 受付  

９：２０～ ９：３０ オリエンテーション 

９：３０～１２：３０ 

（１８０分） 

講義・演習 

「実習指導の方法と展開」 

指導計画の作成と指導方法を理

解する。（①介護実習指導計画

の作成と指導目標、②実習記録

の書き方と指導方法、③カンファ

レンスの持ち方、評価方法等） 

１２：３０～１３：３０ 昼食休憩  

１３：３０～１５：００ 

（９０分） 

演習 

「実習指導における課題への 

対応」 

実習指導における自職場の課題

への対応方法について理解す

る。 

１５：００～１６：００ 

（６０分） 

講義 

「実習指導者に対する期待」 

専門職に求められる倫理、資質、

能力等を理解する。 

介護福祉士のキャリアアップと生

涯研修制度を理解する。 

自職場における実習受け入れ効

果の活用を理解する。 

 


